
訪問看護師にとって、在宅の現場で役立
つ情報を提供するために、事前アンケート
を行い、どのようなことに困っているのか？
どんな情報が欲しいのか？をリサーチし、
講義内容を考えました。

2024年7月16日
訪問看護ステーション

グっとサポート

施設利用者の急変時の対応方法が、職員
間で統一できることを目的とした研修を実
施させていただきました。

2024年8月20日/9月2日

すこやかの森

クリティカルケア認定看護師

皛 勇二

2024年7月12日

舞鶴こども療育センター

「こどもの呼吸アセスメント」という題材で、急性期における呼吸回
数の重要性や、呼吸アセスメントの考え方などの話をしました。

看護師、理学療法士など沢山のスタッフの方々に参加していただきま
した。

今回の研修内容が、これからの看護やケアの一助になればと考えます。

認定看護師ニュース
Certified Nurse

暑い夏からようやく秋へ！ずいぶん過ごしやすくなりましたね。

今回のニュースでは、7～8月におこなったリクエスト（医療者向け）

研修について報告させていただきます。

呼吸アセスメント
酸素療法

腎不全の
患者さんへの看護

透析看護認定看護師

江上 豊

ガイドラインや現在の考え方と、私の経験した事例や介入を伝えました。講義
の後には、訪問看護師が、実際に困っている事例に対して、ディスカッションも
行えました。

急変時の対応

クリティカルケア認定看護師

渡瀬 美恵子

「日頃の備えや物品の確認、マニュアルを見る視点と職員間で共通認識を
持ち、連携を図る大切さを再認識した」との感想をいただきました。

有害事象が発生した時、状況を確認し、速やかに応援を呼び、役割分担を
行い対応することの大切さ、対応に必要な物品の確認や連絡先の確認を、
現存する緊急時対応マニュアルを基にお話しさせていただきました。有害事
象発生時、発見者として行う行動や、実際必要な物品、連絡先の確認、事後
報告の必要性について、個人ワークやグループワークを行い、職員間で確認
することができました。

勉強会後のアンケートでは、今後の看護に役立つ内容であったという声を頂
くことができました。


